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7第報ろした日1
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二
、
梢
起
の
意
義

．

卒
和
な
村
づ
く
り
の
礎

φ

公

民

館

活
動

川
代
に

も
公
民
館
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

柳
々
の
声
を
あ
け
て
末
だ
日
も
浅
い
此
の
’
r

が

将
來
†
派
に
成
長
す
ろ
の
に
何
よ
り
も
必

要
な
も
の
ば
4
1
民
皆
様
の
真
、
の
愛
情
て
あ
り

ま
す
。
介
此
r
の
頭
の
秤
を
知
る
術
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
身
休
だ
け
1
8
丈
夫
ら
し
く
・
こ
て

も
腕
白
そ
う
て
す
o
、
川
え
ば
立
て
立
て
ば
ル

め

の

親
心
を
も
つ
て
　
－
＝
い
は
愛
の
鞭
を
加
え

・

午

ら
の
山
倭
を
お
願
い
し
て
日
み
よ
s
ん
o

を
身
に
つ
け
、
従
属
的
な
例
格
を
あ
ら
仁
め

て

自
主
的
に
物
を
ぢ
え
、
小
和
的
協
〃
的
に

行
動
す
る
”
1
4
を
食
い
、
之
を
基
8
3
に
し
て
．

国
内
芹
業
を
盛
ん
に
興
し
n
本
の
再
建
か
凶

一「　一

れ
ば

な
ら
な
い
の
て
あ
り
ま
す
。

公

民
爪
を
し
工
学
校
や
図
再
佗
、
博
物
館
、

公

会
堂
、
村
民
生
会
所
、
所
業
指
導
所
三
言

つ
仁

よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
機
能
を
兼
ね
備
え
た

機
関
仁
ら
し
め
る
’
t
）
　
：
う
の
が
、
そ
ω
川
想

，
こ

す
る
処
て
あ
s
、
そ
れ
は
又
占
年
団
婦
人

会
雪
の
杜
に
於
け
ゐ
文
化
川
休
の
木
部
．
こ
も

な
り
、
各
秤
団
休
川
捉
携
し
て
郷
仁
振
興
の

力
を
付
み
州
す
場
川
．
こ
も
な
ら
な
け
れ
は
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
貝
の
為
に
ー
ご
」
し
　
ら
な
い
の
て
あ
り
ま
す
。

て

も
必
要
な
の
は
川
会
教
白
の
昨
及
徹
底
工

あ
り
ま
す
が
之
を
墳
現
す
る
為
に
公
民
館
活

I
動
が

必
要
な
の
て
あ
り
ま
す
。

1一

今
後
ω
川
民
教
白
ぱ
占
少
η
を
u
刈
象
．
・
一
す
る

以

卜
号
を
追
つ
工
公
民
館
に
T
い
て
巾
辿
へ
　
の
み
て
な
く
・
大
人
も
チ
仰
も
男
も
女
も
芹

ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

某
人
も
教
白
者
も
、
皆
が
お
1
1
い
に
膵
み
合

l、
公
民
棺
設
置
の
趣
旨
ご
1
1
的

力
機
公
論
に
決
す
．
こ
：
わ
れ
仁
日
本
古
來
の

政
治

さ
近
勾
新
ら
し
く
樹
汀
さ
れ
つ
x
あ
る

民

－
政
冶
の
恨
本
押
念
．
こ
に
は
相
通
す
る
名

く
の
点
を
発
見
し
告
る
に
も
胞
ら
か
。
過
去

に

於

け
る
n
木
国
民
の
最
大
の
欠
陥
て
あ
っ

た

長
い
も
の
に
は
巻
か
れ
」
寸
義
的
な
も
の

t
ぢ
え
カ
か
、
知
ら
し
む
べ
か
ら
す
、
よ
ら

し
む
壇
し
流
の
政
冶
を
造
り
上
け
て
し
ま
っ

た

の
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
国
情
を

し
て
今
日
の
如
さ
危
局
に
干
ら
し
め
仁
事
実

．

こ
な
つ
て
現
わ
2
1
た
の
だ
三
冨
つ
⊂
も
過
口

で

は

あ
り
ま
す
ま
い
。

此
り
現
実
を
直
硯
し
じ
再
ひ
斯
の
如
き
轍
を

い

導
き
合
つ
工
、
わ
1
1
い
の
教
昼
を
高
め
て

爾
公
民
佃
は
L
か
い
の
命
令
仁
仏
つ
て
い
や

く
4
ら
設
置
さ
れ
ゐ
も
の
て
は
な
く
、
貞

じ
村
人
の
自
－
的
な
要
望
．
、
」
協
〃
に
よ
つ
し

設
6
7
さ
れ
叉
r
民
自
身
の
創
”
〔
一
、
」
ー
人
に
依

つ
て
制
バ
ー
8
ら
れ
る
こ
ぐ
’
が
押
想
だ
．
t
）
思
う

の
て

あ
り
よ
す
。

～
r
戊
　
　
＞
r
2

オ、

バ

公
民
館
1

事
小
川
兵

農
地
改
革
か
ら
農
業
改
革
へ

農
業
委
員
會
新
獲
足

＝
來
る
七
月
二
十
日
全
國
一
齊
選
墨
ー

一

農
村
の
民
主
化
杉
計
ー
ー
、
耕
作
農
民
の
地
位

確
け
を
計
ろ
為
両
介
的
な
農
地
改
革
が
断
行

さ
れ
て
既
に
一
」
百
万
町
ル
に
近
い
農
地
が
開

放

さ
れ
三
百
万
に
全
る
自
什
農
が
創
設
さ
れ

て
、
一
1
5
そ
の
n
的
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
が
’
更
に
甚
ん
で
貞
に
農
民
の
代
表

　一

機
関

三
し
て
、
盛
り
上
る
農
民
の
世
論
を
農

l
業
行
政
の
⊥
に
反
映
し
、
経
営
の
合
岬
化
生

　
活
文
化
の
向
上
を
計
句
、
過
去
の
苦
昨
に
充

　
ち
た
悪
聴
か
ら
脱
却
し
し
、
明
る
い
仔
來
を

L
月
二
ー
日
全
国
一
喪
に
選
氷
が
行
な
は
れ

　
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
此
の
委
U
会
に
つ
い

一　て
A
－
回
の
選
挙
に
主
に
関
係
の
あ
る
点
に
つ

　
い
て
あ
ら
ま
し
を
虎
明
致
し
ま
す
e
f
1
、

　
二
）
委
員
の
定
数
は
何
人
か
？

　
　
1
、
選
氷
に
よ
る
委
員
ー
五
名
．
こ

　
　
2
、
選
任
に
よ
る
委
目
（
五
名
ま
て
）
但
し

　
　
選
挙
に
よ
る
委
員
の
過
↑
数
が
併
薦
し
光

　
　
る
も
の
て
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん

　
戸
．
．
）
三
ん
な
1
5
を
す
る
の
か
？

　
　
－
、
区
域
内
の
L
地
、
物
W
、
叉
は
権
利
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御
存
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す
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プ
ノ

財
務
課
管

昭
和
二
卜
六
年
一
月
l
日
現
在
の
＋
地
台
帳

に

依

ろ
田
代
利
の
土
地
の
集
計
が
纏
り
ま
し

た
、
地
n
句
に
列
記
し
て
み
ま
す
ー
こ
、

地

目
　
箪
数
　
地
　
　
　
積
　
　
協
　
　
考

m
田
　
　
五
、
六
八
言
　
三
（
四
剛
四
反
七
M
川
〇
九
｛
の
・

畑　
s
’
九
g
t
：
　
（
o
n
　
n
l
四
　
1
’
i
l

宅
地

一
、
こ
ご
1
八
1
’
四
？
・
c
u
O
’
r
i

山
竺
・
三
九
O
；
h
（
　
1
　
’
四
霊
林
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ー
’

原

野
　
1
’
0
八
九
言
〇
六
ニ
ヒ

ぽ
ロ贈
1
1
　
六
八
　
寛
O
」
．
四
　
　
．

麟

芙
し
一
五
三
怨
軌
道

皇
、
也
　
ヒ
九
　
二
四
〇
ニ
ハ

　
上
以
土
の

通
り
C
あ
り
ま
す
。
現
有
£
際
川
n

さ
れ
て
い
る
川
が
／
　
1
‘
二
四
川
ル
州
か
約
四

四
〇
川
ル
て
あ
リ
ナ
す
之
ル
比
較
し
て
見
よ

常す
にご
多、
いは
のつ
でき
あり
り分
まる
しよ
てフ
SLに
の台
癌帳
う而，
分が
は非

皆
他
の
地
1
1
に
な
つ
て
居
る
の
て
あ
り
ま
す

伺
定
資
芹
税
は
台
帳
に
登
緑
さ
れ
C
あ
る
地

1
＝
て
賦
課
さ
れ
ま
す
の
で
之
等
の
土
地
々
所

一

わ
し
C
居
る
人
は
税
金
が
高
い
よ
う
に
感
し

る
の
で
あ
り
ま
す
。

撒
税
令
p
口
を
交
付
し
税
令
の
微
牧
に
出
ま
す

な
巾
山
で
税
金
の
高
い
人
は
急
ぐ
申
告
し
で

訂
止
す
る
如
く
御
奨
め
し
ま
す
。

［
以

L
地
n
変
換
の
こ
ー
こ
の
み
を
連
べ
ま
し
た

1　
か
売
買
贈
り
氏
名
及
名
称
の
変
夏
（
祀
父
父

｝名
儀
の
1
地
を
兄
弟
二
、
、
一
人
て
分
割
し
て
居

一

る
よ
う
な
場
へ
じ
雪
総
べ
て
こ
の
巳
－
－
登
録
所

一

に
巾
告
し
な
け
れ
げ
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま

1　す
。

よ
く
L　o

家
の
税
位
は
1㍑

い
様
ナi

ih”

聞

か
さ

巾
告

の
十r，

式｝
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法
’
f
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1

は
木

人
Gj・
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け

る

場
合

一

れ

ま
す
が
現
況
か
山
林
て
台
収
け
州
て
あ
っ

τ
り
叉
鏡
況
は
宅
地
て
あ
る
が
台
帖
け
E

　
で

あ
る
讐
の
揚
合
は
税
金
が
尚
く
な
る
の
も

．

什

力
の
な
い
事
て
あ
り
ぱ
す
。

l
ー
地
台
帳
法
第
三
卜
二
条
に
叩
地
日
変
換
を

し
た
川
は
」
地
所
有
吝
は
一
ヶ
月
以
内
に
之

を
登
轍
所
に
申
告
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
』

　
・
一
定
め
て
あ
り
よ
す
S
て
ム
に
辿
へ
た
よ
t
ノ

「繁
．
己
所
に
行
け
ば
川
紙
も
誰
し
エ
φ
ム

τ
力
法
姦
。
し
く
れ
ま
す
か
ら
．
R
o
大
恨

．

占
の
登
記
所
ん
御
川
ト
さ
い
。
本
人
が
出
來

　

な
け
れ
ば
代
＝
：
人
に
頼
ん
て
巾
η
口
を
す
ま
せ

：P
－
r
J
い
・
こ
れ
は
総
べ
下
地
の
…
に

I
つ
い

⊂
連
言
し
仁
が
家
兄
ω
取
扱
は
」
地

二
・
ぞ
同
し
て
あ
り
ま
す
か
豪
屋
に
つ
い

　
て

も
L
地
に
準
じ
L
T
綻
し
’
L
・
r
さ
い
。
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F
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i
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I
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“
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l
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I
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I
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“
s
M
’
N
l
t
h
，
き
I
l
，
g
l
t
l
）
，
l
l
m
T
，
．
l
u
）
，
，
s
T
l
l
t
s
i
）
，
，
t
I
l
l
，
t
r
l
l
b
，
d
M
l

踏
ま
な
い
よ
う
総
て
の
国
民
が
文
化
的
教
養
一
築
く
為
に
新
し
く
農
業
委
日
会
が
生
れ
來
る

｜

　
　

笛
に
関
係
ω
あ
る
事
項
の
処
川

　
　
。
ム
、
農
地
の
利
川
、
琶
換
分
合
雪
に
つ
い

　
　

し
ω
n
肱
及
ひ
ー
地
の
改
良
、
保
W
に

　
　
　
則
丁
る
山
p

　　

㍉
抜
術
の
改
良
・
あ
他
謀
茄
工

　
　
　
，
　
I
S
　
：
’
R
　
t
　
！
M
　
t
s
N
n
’
）
　
r
｝

　
　
↓
、
経
営
の
珊
化
、
パ
汗
改
占
に
関
す
る

　
く
．
ノ
介
川
の
選
沽
に
つ
い
1
選
斗
権
被
選
挙

　
　
権
は
？

　
　
1
、
a
4
杜
に
木
q
－
ハ
ー
　
’
日
現
在
居
住
し

i　
　

年
令
満
、
O
‡
以
1
の
κ
で

I一　
2
’
一
反
ル
以
ー
の
農
地
ω
経
営
ド
及
び

　
　
　
そ
の
同
居
の
蹴
肱
斗
び
に
そ
の
配
偶
W

　
　
　
e
年
間
概
ね
－
ハ
－
－
＝
｛
L
耕
作
に
従
事

　
　
　
す
ゲ
者

　
　
3
’
欠
桔
者
は
那
挙
権
、
被
選
挙
権
が
あ

　
　
　
り
ま
せ
ん

　
r
四
）
選
昂
人
名
簿
は
，
こ
」
し
P
竹
ゐ
か
？

　
　
－
、
各
川
帯
†
が
川
郡
の
分
を
ま
t
t
1
め
て

　
　
　
巾
晶
片
に
山
人
し
股
地
委
1
1
会
へ
提
出

　
　
　
し
ま
す

　
　

2
、
巾
諦
苫
が
な
い
場
合
叉
は
申
諦
に
謀

　
　
　

s
か
あ
る
場
合
は
選
氷
竹
理
委
員
会
が

　
　
　
職
権
で
名
簿
に
登
才
し
、
又
は
讃
り
を

［　
　
　

d
U
出
來
ま
す

II　
　

3
、
補
充
名
簿
は
凋
製
し
ま
せ
ん
。

i　
　

註
　
今
回
の
凋
製
の
期
H
期
間
は
次
の

一　
　
り

一

　
　

調
製
の
現
n
1
1
　
　
六
月
一
n

　
　
　

巾
－
議
咽
ぷ
提
出
明
間
　
自
了
ハ
月
一
1
1

パ
典㏄

地
禾
ユ
U
△
洪
へ
）

名
簿
凶
5
1
朗
限

從
砲
0
1
川

r
異
議
巾
η
朋
問
づ

名
簿
砿
定
日

．

至
人
月
九
日

　

じ
月
一
日

コ
じ
ー
＾
ふ
ー

干
じ
1
1
朴

L
1
1
ー
、
刊
日

（
W
，
投
票
の
力
法
は
変
つ
し
い
な
い
か
？

　

1
’
一
般
の
選
挙
．
、
一
全
く
同
1
6
て
’
代
埋

　
　
投

票
不
有
者
投
票
も
出
來
ま
す
o

　
。
l
、
投
票
降
問
は
午
前
九
川
か
ら
η
後
κ

　
　

時
ま
て
こ
な
つ
て
い
ま
す
。

　

3
、
投
票
所
は
吹
の
通
り
で
す
。

　
第
一
投
票
所
（
け
役
場
ン
麓
全
部

　
第
f
．
投
票
所
（
L
原
澱
扮
工
揚
ノ
川
原
全
部

　

第
三
投
票
所
（
大
原
小
学
校
）
大
原
全
部

（
⊥ハ
ノ
㎜
囲
町
κ
，
選
挙
会
は
i
？
・

　
。

股
の
選
挙
三
同
様
⊂
す
゜

ハ
じ
ノ
候
補
κ
に
つ
い
⊂
？
　
　
　
　
　
一

　
1
、
一
般
の
避
昂
の
揚
合
三
同
桔
文
苫
て
．

　
　
避
拳
ー
H
前
ま
で
届
出
な
け
れ
ば
な
り

　
　

ま
せ
ん
。

　
2
、
資
8
6
審
杏
は
当
選
し
た
者
の
み
事
後
一

　
　
審
杏
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一

　

3
次
の
κ
は
在
順
中
、
立
候
出
來
ま
せ
ん

　

v
、
選
拳
聡
珂
委
員
会
委
員
及
職
員
、
投

　
　

票
管
卯
者
、
開
票
管
押
者
、
選
挙
長

　

n

’
裁
刊
官
、
会
計
検
杏
官
、
警
察
官
、

　
　

警
察
め
ハ
員
、
公
安
委
員

　
　
ハ
、
国
家
公
務
中
政
令
て
定
め
ら
れ
た
者

　
　

以
外

の
者

L
ρ
八
∨
兼
職
禁
止
は
？

・
－
，
市
町
村
の
農
業
委
目
会
．
こ
県
の
農
業

　
　

委
員

1　

2
、
県
議
会
議
目
三
県
農
業
委
員
は
同
時

一

　
　

に

兼
職
川
來
ま
せ
ん
o

　
（
九
ノ
委
a
の
任
刈
は
？

　
1
！
ケ
年
．
・
’
な
つ
て
い
ま
す
が

　
ー
、
￥
期
中
は
欠
1
1
か
あ
つ
て
も
、
江
定

祭
叉
酬
薩
呼
☆
宕
丁
・

　
κ
を
何
川
で
も
補
允
す
る
事
が
川
來
ま
忙

　
2
、
補
允
か
出
來
な
い
場
合
て
も
定
放
ω

　
　
κ
分
の
一
一
を
越
え
る
迄
は
袖
欠
旭
挙
は

　
　
、
行
な
わ
な
く
て
も
よ
い
．
）
v
i
に
な
つ
C

　
　
い
・
ま
す
。

（
卜
）
選
挙
舟
動
は
白
由
？
’

　
干

国
白
巾
て
は
あ
り
ま
せ
ん
が

　
ー
’
個
人
・
ぷ
説
会
は
丁
へ
じ
有
1
1

　
2
、
ボ
ス
タ
ー
は
制
艮
な
し

3
、
白
動
転
、
拡
声
郡
も
制
限
な
し

　

4
、
泄
枯
虎
勒
費
川
ω
制
限
な
し

　

5
、
ハ
．
カ
セ
笥
の
配
W
も
・
n
山
声

蕊
㎝
が
鱗
鷲
謬
隠
竺

恨
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
’
：
’
　
l
s
そ
の
他
知
つ
て
お
く
ぺ
き
事
は
な
い

　
か
？

　
　
　
　
　
，

　
－
　
、
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
リ
つ
－
－
－
　
K

　

イ
、
有
権
者
の
二
分
の
一
以
上
の
同
意
を

　
　
以
て
選
挙
さ
れ
た
委
n
会
の
リ
コ
ー
ル

　
　
が
川
來
ま
す
。
但
し
巡
氷
の
n
か
ら
六

　
　

ヶ
月
以
内
は
川
來
ま
せ
ん
。

　
ロ

、
選
仔
さ
れ
た
委
員
の
解
汀
は
会
畏
が

　
　

諦
求
出
來
ま
す
。
　
　
　
　
、

　

2
’
解
散

　
　

県
知
事
は
市
町
1
1
農
業
委
1
1
会
の
弔
務

　
　

処
押

が
蓮
法
て
あ
る
三
評
め
た
場
含
は

　
　

解
散
を
令
す
る
事
が
川
来
ま
ケ
．

，，

t

J
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（2）號7第報時ろした日1昭　府12　6　年　7　月

吟

産
業
、
五
ケ
年
計
圭
回

五
の

（
四
）
林
業
（
1
）

本
村
は

総
面
積
の

八
o
％
が
山
林
で
純
然
た

る
山
村
て
あ
り
、
林
産
物
代
金
は
本
杜
の
杜

外
か
ら
の
現
金
収
人
六
千
万
円
の
六
〇
％
三

千
六
百
万
円
を
占
め
林
産
物
に
よ
つ
て
本
村

経
済
は
左

4
1
さ
2
1
る
の
で
あ
る
。

木
相
農
家
戸
数
は
一
二
↓
、
○
戸
で
内
専
業
農

家
は

僅
に

四

二
［
戸
て
残
り
：
九
九
戸
の
術

業

農
家
は
大
部
分
が
林
業
に
関
係
あ
る
兼
業

農
家
で
、
育
苗
、
柏
林
悟
却
、
伐
探
運
搬
、

製
材
製
炭
、
炭
俵
製
作
、
製
縄
、
製
脳
、
木

4
4
を
原
材
料
．
こ
す
る
加
工
業
、
　
K
S
他
の
業

に
従
事
し
て
い
る
の
て
あ
る
。
此
処
に
極
端

な
例
を
取
る
な
ら
ば
不
便
な
山
の
廿
木
一
石

を
一
〇
〇
円
て
売
買
さ
れ
て
も
此
れ
を
仇
探

し
て
製
材
所
え
迦
搬
し
製
品
ご
す
る
’
こ
約
一

o
o
o
円
位
の
製
品
．
、
）
な
る
o
村
外
え
移
出

さ
れ
る
迄
の
間
に
は
山
林
所
有
者
の
所
得
の

九

据
の
金
額
が
杜
民
の
何
人
か
の
所
得
ご
な

る
の
て
あ
る
。
一
部
の
村
民
の
間
に
は
林
業

は

山
林
を
所
有
す
る
1
部
の
人
々
の
什
事
で

あ
る
如
く
談
解
さ
れ
1
居
る
人
々
も
あ
る
が

川
は
地
主
の
み
の
山
で
な
く
、
川
に
働
く
我

々

相
民
全
体
の
山
で
あ
る
。

今
本

村
林
業
の
現
状
を
権
察
し
て
見
る
ご
戦

F
戦
後
の
生
活
難
並
に
木
材
水
炭
の
協
川
の

増
加
に

W
い
胤
伐
さ
れ
て
、
現
有
で
は
村
内

の

何
処
に
立
つ
て
四
方
を
見
廻
し
て
も
之
こ

そ
．
こ
ム
う
立
派
な
立
木
の
あ
る
山
林
は
兄
当

ら
な
い
。
最
近
に
．
至
つ
て
は
二
卜
年
生
位
の

幼
木
林
を
伐
探
し
な
U
2
1
ば
な
ら
な
い
現
況

で
あ
る
。
一
ル
山
手
に
足
壷
踏
み
入
R
る
，
こ

竹
藪
・
こ
苧
原
ご
雅
木
を
葛
（
く
い
ま
つ
か
づ

ら
）
が
巻
い
た
山
が
一
番
良
く
目
に
つ
く
、

今
後
一
〇
年
乃
至
二
十
牢
間
は
伐
期
に
達
し

た

山
は
少
な
く
我
々
村
民
の
林
業
而
か
ら
の

現
金
牧
入
は
札
絶
す
る
の
で
あ
る
。
今
我
々

が
柚
林
を
怠
り
二
十
年
生
位
の
幼
木
林
を
伐
．

探
む
て

行

く
な
ら
ば
永
久
に
本
村
か
ら
立
派

な
材
木
の
搬
出
は
出
來
す
、
従
つ
て
：
民
の

経
済
は
恭
々
悪
化
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
由

々

し
き
問
題
で
あ
る
。
昔
か
ら
山
荒
れ
て
其

の
国

は
亡

ぶ
ー
こ
云
わ
れ
て
居
る
其
の
言
葉
通

り
で
あ
る
。

木
村
の
将
來
は
現
在
の
村
民
の
植
林
に
対
す

る
努
力
の
如
例
に
掛
わ
つ
て
居
る
我
々
は
此

の
点
を
充
分
自
覚
し
、
柚
林
や
管
理
，
適
期

（其
の
七
）

伐
探
等
に
努
〃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

　
七
　
一
般
造
林

木
利
山
林
而
積
六
二
二
四
町
の
内
其
の
六
五

％
四
三
二
二
町
が
国
有
て
村
民
有
林
は
僅
に

一
八

＝
一
町
ル
で
あ
る
。
我
々
は
此
の
一
八

一
二
町

ル
を
最
も
枚
益
の
揚
る
林
業
を
経
営

し
荒
廃
林
地
の
な
い
様
努
力
す
る
ー
こ
共
に
’

国

有
林
の
部
分
林
さ
し
て
の
造
林
を
な
す
様

努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
造
林
を
な
す

に
は
樹
秤
を
何
に
す
ゐ
か
ビ
大
事
で
あ
る
。

本
杜
の
気
候
風
上
か
ら
し
て
杉
、
松
、
樟
、

雅

木
、
W
れ
も
牛
育
良
く
木
村
林
業
の
根
本

を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
礼
の
上
地
上
地
に

依

つ

て
自
然
異
る
か
ら
良
く
自
分
の
上
地
に

何
を
柚
林
す
る
か
は
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
村
は
森
林
組
合
－
こ
共
同
し
て
水
柏
林

地
の
解
消
の
為
補
助
金
の
朝
旋
並
に
苗
木
の

育
苗
斡
旋
に
力
を
江
い
で
居
る
の
で
あ
る
。

植
林

こ
同
叶
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は

林
道
て
あ
ゐ
。
前
に
も
L
逃
べ
仁
如
く
山
奥

の
立

木
は
村
外
え
移
出
す
る
価
搭
の
ー
分
の

I
し
か
し
な
い
の
て
あ
ろ
。
さ
ん
な
山
奥
に

も
従
横
に
林
道
を
通
し
注
文
に
1
6
じ
て
何
川

で

も
速
に
立
木
を
伐
探
し
連
搬
川
來
る
様
に

す
る
事
が
必
要
て
あ
る
。
毎
年
恒
年
林
道
補

助

金
が

少
額
宛
あ
ろ
が
我
〃
曲
子
口
m
意

に

依

つ

て
は
現
W
以
上
の
補
助
金
を
獲
得
す

る
事
が
川
來
N
a
　
’
r
）
思
う
o
地
元
閲
係
κ
ご
森

林
組
合
ミ
村
は
一
休
・
㍉
な
り
此
の
力
而
の
努

力
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
毎

持
川
樹
植
林

一
般
樹
林
は
之
よ
り
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
前
に
も
蓮
べ
た
如
く
戦
叶
戦
後
の
胤

伐
に
よ
り
此
処
当
分
は
林
業
而
か
ら
の
現
金

枚
入

は

極
度
に
減
じ
て
來
る
の
で
あ
る
。
其

れ
で

川
來
る
限
り
一
年
で
も
早
く
現
金
化
出

來

る
、
然
か
も
年
々
牧
入
の
揚
る
製
品
の
蓮

搬
蓉
易
な
る
林
業
を
考
え
る
事
が
必
要
て
あ

る
。
此
の
而
か
ら
考
え
る
ミ
標
相
、
柑
甘
、

ハ
ゼ

、
汕
桐
、
青
桐
、
椿
、
山
茶
花
、
栗
曾

が

揚
ら
れ
る
が
、
＃
に
本
村
は
様
相
．
こ
椎
庁

を
奨
励
し
木
村
の
山
村
ε
し
て
の
責
価
を
発

揮
し
・
木
村
の
特
走
物
t
t
）
し
H
行
く
計
画
て

あ
る
。

　
　

イ
、
標
　
　
桐

綜
相
は
植
付
け
て
普
通
八
年
口
か
ら
牧
盆
が

　
あ
る
・
こ
ム
わ
れ
る
が
生
育
の
良
い
の
は
五
’

六
年

目
か
ら
牧
穫
す
る
こ
I
r
）
が
出
來
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
一
年
に
曹
通
＝
一
枚
、
生
白

の

良
い
の
は
年
に
一
八
枚
敗
穫
川
來
る
の
て

あ
る
。
昔
か
ら
綜
椙
一
O
O
O
本
大
名
の
暮

　
三
ム
わ
れ
る
除
相
を
一
〇
〇
〇
本
植
え
て
居

れ

ば
悔
月
一
〇
〇
〇
枚
の
皮
は
必
す
牧
穫
出

來
る
の
て
あ
る
。
特
月
1
o
o
o
枚
の
皮
を

敗
穫

し
て
箒
や
タ
ワ
シ
、
縄
等
に
加
工
し
て

出
す
t
　
）
　
’
r
）
に
な
れ
ば
月
に
一
万
円
位
の
枚
入

が

必
す
、
m
が
続
い
て
も
、
風
が
吹
い
て
も

川
虚
ひ
な
く
揚
る
の
て
あ
る
。
椋
侶
は
宅
地

の

周
囲
で
も
良
い
し
、
畠
の
周
囲
に
柚
へ
る

　
ー
こ
防
風
林
に
も
な
る
し
、
山
林
の
周
囲
て
も

一

よ
い
し
、
集
団
し
て
榊
え
て
も
反
当
六
百
本

戸
㌍
聖
線
罐
舗
麓
辞
鷲

　
ケ
年
計
画
に
数
字
を
並
べ
て
柏
林
計
両
を
発

一
太
し
た
が
、
第
一
年
n
は
計
画
通
り
4
ー
カ
泊

扇
耀
鮭
酬
鋭
殼
語
闘
悌
↑

一
居
ろ
人
々
は
自
分
で
植
へ
る
の
だ
か
ら
売
る

事
は
川
來
な
い
・
こ
い
つ
て
利
内
で
生
庁
の
苗

は

韓
旋
す
る
事
は
出
來
な
く
な
つ
た
の
で
、

杜
’
こ
し
て
は
明
年
度
か
ら
杜
外
の
市
を
購
人

斡
旋
す
る
計
画
て
あ
る
。

一

品
木
を
購
入
す
る
事
は
非
常
に
高
く
付
く
の

で

；
は

本
年
度
一
石
七
ト
の
種
子
を
購
人
し

　
l
民
に
委
託
栽
培
し
た
の
て
あ
る
が
此
の
桶

一子
が
弄
三
千
牝
て
あ
り
ま
す
か
ら
二
千
本

宛
伐
培
百
q
出
來
た
ー
こ
し
た
ら
一
ご
ト
四
万
本

　

の
苗
木
て
あ
る
。
之
を
全
部
村
内
に
柚
付
し

τ
ら
一
〇
年
後
竺
枚
二
円
、
・
仮
定
し
て
も

　
何
月
六
ー
八
万
円
の
稼
侶
皮
代
金
が
得
り
れ

　
る
事
に
な
る
0
6
1
之
を
加
工
し
て
撒
花
す
る

　
な
ら
ば
何
月
二
百
万
円
の
現
金
枚
人
三
な
る

　
の
て
あ
る
。
取
ら
ぬ
狸
の
皮
算
川
で
し
よ
、
A

　
か
、
〈
”
後
毎
午
二
石
桿
度
の
種
子
を
播
稀
し

　
利
民
に
植
付
し
て
戴
く
計
画
で
あ
る
。
利
民

　
は

現
在
の
困
苦
に
打
勝
つ
て
憎
來
の
為
に
：

　
の
計
両
以
上
に

此
の
面
に

努
力
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
ヤ
　
ヒ
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
ロ
　
朴
　
　
　
・
」

　
柑
茸
栽
培
が
川
杜
の
農
業
経
営
の
副
業
’
こ
し

　
て
有
利
で
あ
る
こ
ご
は
新
聞
雑
誌
等
で
報
道

　
さ
れ
て
居
る
通
り
で
、
今
更
多
言
を
要
し
な

　
い

さ
思
は
れ
る
が
山
杜
に
代
む
我
々
は
我
川

　
代
村

三
は
如
何
な
る
立
地
条
W
を
几
備
し
て

　
い

る
ご
こ
ろ
で
あ
る
か
ご
云
ふ
こ
’
こ
を
考
へ

　
て

見

度
い
。
然
し
て
そ
の
立
地
条
W
に
什
ふ

　
41

異
杵
を
よ
く
把
押
し
其
の
特
異
e
に
立
脚

　
す
る
農
業
経
営
で
な
け
れ
ば
経
営
の
合
理
化

　
も
文
化
の
向
上
も
程
遠
い
の
で
は
あ
る
ま
い

　

か
o

議
曝
灘
艦
撒
灘

産
し
，
経
営
の
合
押
化
を
計
り
乾
活
を
B
に

⑭

す
ぺ
き
や
の
問
題
に
つ
い
て
は
n
夜
杜
民
の

な
や
み
の
種
で
あ
る
こ
’
こ
は
余
り
に
も
明
ら

か

て
あ
ろ
が
、
生
産
物
の
販
路
に
困
ら
す
迩

搬
に
多
緬
を
要
せ
す
中
味
の
高
価
な
n
m
で
あ

り
牛
産
よ
り
加
工
ま
で
三
μ
作
業
で
出
來
、

然
も
郡
会
人
の
好
む
産
物
で
あ
る
こ
．
こ
は
何

人

も
異
存
は
あ
る
ま
い
。
斯
く
の
如
く
連
想

し
す
る
．
こ
き
之
鵠
の
条
W
を
み
た
し
て
呉
れ

る
走
物
は
何
か
？
　
柑
汁
我
培
を
置
い
て
他

に
な
い
，
｝
，
こ
が
思
考
さ
れ
る
o
▲
然
る
に
本
杜

に
於
て
は
四
十
年
前
に
着
日
し
、
之
が
奨
励

を
な
し
仁
胤
史
が
あ
り
数
字
的
に
　
は

明
治
四
十
四
年
　
一
二
〇
〇
〆
四
八
〇
〇
円

大

正
元
年
　
　
　
九
」
ハ
o
〆
四
八
o
o
円

大

f
三
年
　
　
　
　
九
〇
〇
〆
四
五
〇
〇
円

大

正
四

年
　
　
　
一
二
〇
〇
〆
六
J
ハ
o
o
円

に

し
て
当
川
の
利
の
歳
川
P
1
1
の
卒
均
は
ド

W
白
円
で
あ
る
か
ら
．
P
1
7
の
牛
額
に
川
当
す

る
楕
“
の
’
◇
人
が
：
に
あ
つ
た
こ
ー
こ
が
介
る

然
る
に
今
日
の
利
の
．
p
η
培
T
数
肖
万
円
に

比

し
六
〇
〇
力
円
牧
人
じ
川
当
す
る
が
最
近

の
冊
1
1
の
生
旋
“
Ψ
は
余
り
に
も
少
な
く
、
四

而
川
に
か
こ
ま
れ
た
山
利
の
芹
物
－
こ
し
て
は

淋

し
い
思
い
が
す
る
n
之
等
の
原
囚
に
つ
い

て

は
種
々
あ
る
ー
こ
脱
は
れ
る
が
、
共
れ
は
他

　　　　
産

業
振
興

日
に
ゆ
づ
り
先
以
て
植
栽
を
す
る
こ
、
こ
、
伐

期
に
達
し
た
も
の
は
き
し
ご
し
伐
探
し
栽
培

す
る
こ
t
r
）
に
迫
卓
を
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

枚

入
面
に
つ
い
て
述
ぶ
れ
ば
林
業
試
験
場
あ

た

り
の
結
果
か
ら
見
る
，
こ
厚
木
一
石
当
り
一

〆

目
位
の
生
走
が
あ
り
’
金
額
に
し
て
百
匁

三
〇
〇
円
－
こ
し
て
三
〇
〇
〇
円
の
牧
入
が
あ

る
こ
ご
に
な
る
。
然
る
に
1
般
材
’
松
杉
に

し
て
石
当
り
三
〇
〇
〇
円
に
売
上
け
得
る
山

林
所
右
者
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
、
同
じ
山
林

に

於
て

石

当
り
三
〇
〇
〇
円
の
牧
入
を
挙
け

得

る
人
三
三
〇
q
も
四
〇
η
も
か
、
つ
て
石

　
皇
二
克
隔
興
拾
ハ
査
　
　
k
】
月
L
旬
　
　
同
日
仔
牛
ω
“
m

　
誘
会
を
実
施
致
し
ま
す
・

　
翫
　
仔
牛
牌
巾
　
し
月
三
十
一
日

｝曝
行
礫
風
獣
錦
休
捻
棚
鵠
ぽ

の
は

笠
木

を
施
し
ま
し
よ
元
。
乳
　
ン
ユ
6

苗
の
除
草
を
必
す
行
い
ま
し
よ
・
も
3
．
杉

　
の
挿
木
の
除
草
を
す
る
ー
こ
．
s
　
；
S
が
忠
い
で
す

七

幼
木
林
は
早
1
1
に
ト
刈
を
行
い
ま
し
よ
ン

　
　
　
ー
八
　
　
月
ー

◎
水
　
稻
　
し
除
t
‘
－
＝
i
c
b
は
八
月
五
日
前
後

迄
に
終
り
ま
し
よ
・
も
り
“
L
川
ー
し
ほ
苧
が

当
り
1
O
O
円
ー
二
〇
〇
円
位
て
売
る
人
一
終
つ
た
ら
5
1
連
湿
川
小
湿
川
は
特
に
L
川
ー

鱈
臥
鍵
鯉
號
磐
蔽
鵠
筋
三
臥
所
轍
鮭
齢
禦
萄
訓

て
g
家
の
労
力
て
あ
る
べ
き
で
あ
る
）
礼
礼

　
の
伐
培
を
農
業
経
営
の
中
に
折
込
む
揚
合
曽

　
通

W
物
に
及
ほ
す
労
力
の
影
響
は
先
づ
無
い

　
t
t
）
見
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
ー
こ
思
戊
。
こ
ミ

　
に
人
工
几
培
の
発
達
し
て
居
る
く
－
は
農
閑
朋

を
利
川
栽
培
の
川
來
る
ー
こ
こ
ろ
に
味
の
あ
る

　
f
）
　
V
）
に
思
い
を
致
す
べ
き
て
あ
る
。

化
学
は

H
屯
月
ル
十
前
に
や
つ
た
ら
駄
n
で

あ
つ
た
か
ら
今
日
も
駄
目
．
こ
断
定
を
下
す
こ

［　
e
r
）
は
余
り
に
も
早
計
で
は
あ
る
ま
い
か
o

實
行
事
項

　
　

ル
ヒ
　
　
月
ー

◎
水

稻

し
中
朔
除
草
第
一
川
柚
付

後
一
．
週
間
日
　
第
一
．
回
　
一
〇
n
目
　
第
三

回
一
〇
H
目
　
中
川
除
凸
－
の
場
合
淺
水
で
行

ひ
ま
し
よ
う
。
2
．
泊
肥
は
第
二
回
の
中
耕

除
草
．
こ
同
時
に
行
ひ
ま
せ
朋
D
3
．
ウ
ン
カ

の

発
生
に
対
し
D
引
丁
乳
剤
又
は
β
1
1
C
扮

剤
の
準
偏
を
故
し
ま
せ
う
o
ヒ
　
黒
椿
象
（

ブ
）
の
発
ぴ
に
且
意
し
、
発
生
し
た
ら
速
に

捕
殺
又
は
ア
ヒ
ル
の
放
飼
に
よ
り
駆
除
致
し

ま
せ
う
。
尻
　
除
草
剤
二
四
D
を
七
月
ド
旬

に
使
川
労
力
の
軽
減
を
計
り
ま
せ
う
。

◎
陸

稻

七

　
第
一
何
の
除
草
中
耕
間
引

を
上
旬
に
行
ひ
泊
肥
’
こ
し
て
硫
安
三
〆
匁
を

施
し
ま
せ
う
。
ち
　
移
柏
栽
培
の
移
柚
は
上

旬
迄
に
必
す
終
り
ま
せ
ラ
。

噛醐農
幡
系
紀
鶉
鋒
か
齢
竺

己
　
幼
木
園
は
特
に
除
草
を
入
へ
．
心
に
行
ひ
ま

せ

う
。
七
　
二
番
茶
を
摘
探
し
た
ら
三
番
茶

　
芽
出
肥
．
こ
し
て
硫
安
を
既
成
園
八
〆
幼
木
園

四

〆
匁

を
施
し
ま
せ
う
0

5．

　
製
茶
競
技
会
　
七
月
上
旬
　
　
㍉

◎
畜

産

L
総
牛
馬
実
杏
割

I

じ
月
－
四
日
川
代
柿
刊
所
　
池
野
分
教
場

　
・
じ
月
卜
亙
1
1
農
協
大
原
支
所
口
r
瀬
ク
ラ
ブ

　
L
U
月
卜
・
」
ハ
日
農
協
大
原
支
所
¶
拍
胸
園
ク
ラ
ブ

　
・
じ
月
卜
七
日
川
代
種
付
所
　
鶴
園
ク
ラ
ゾ

借
ト
は
十
口
－
九
月
頃
　
瑞
閂
、
五
郎
、

一

三
州
柵
は

ト
五
n
－
二
十
日
頃

l
七
　
病
虫
害
　
害
虫
－
こ
し
て
は
ト
ピ
ク
ロ
ウ

一

ン

カ
及
び
コ
プ
ノ
メ
r
ガ
が
発
生
す
る
時
期

　
で
す
。
発
互
を
見
た
ら
D
D
T
乳
剤
又
は
B

一

1
O
粉
剤
の
散
布
を
致
し
ま
せ
う
o

百
陸
稻
穂
肥
・
こ
て
＋
五
日
前
後
硫
安

秋
落
ち
水
川
に
於
て
は
特
に
穂
肥
を
故
し
ま

し
よ
う
。
硫
安
な
ら
ば
反
当
一
、
ρ
1
二
〆
尿

素
な
ら
ば
五
〇
〇
匁
－
1
〆
時
朋
は
川
穂
二

ー
五
日
前
品
秤
別
に
算
定
す
る
な
ら
ば
、
農

林
ー
二
号
旭
は
八
月
・
じ
日
ー
ー
n
頃
、
農
林

卜
八
号
　
七
除
草
間
引
　
第
　
回
を
播
刊
後

　
二

週
間
1
1
一
尺
問
に
－
五
本
か
り
　
ー
十
残

し
第
二
回
て
尺
川
十
本
乃
．
干
卜
W
本
位
に
致

し
ま
し
よ
う
。
尻
追
肥
は
八
月
二
ー
．
h
1
1
。
頃

硫

安
一
〆
五
〇
〇
匁
乃
十
二
〆
位
を
施
川
し

ま
し
よ
う
o

◎
疏

菜

七
夏
播
廿
倍
の
播
種
卜
H
頃
悟

種
床
反
当
三
川
ぐ
」
し
本
菓
二
枚
の
川
κ
」
．
小

方
に

仮
植
し
木
菓
八
枚
乃
至
一
〇
枚
の
、
頃
定

柚
し
ま
し
よ
う
0
1
4
に
乾
燥
し
易
い
か
ら
江

心

し
ま
し
よ
う
。
ち
結
球
白
榮
　
品
柿
　
チ

ー
フ
、
包
頭
速
、
小
巡
．
．
号
雪
が
良
い
。
播

種
朋
八
月
ト
旬
、
反
当
播
種
日
三
合
乃
至
五

合
、
咀
巾
．
．
パ
．
W
寸
、
4
肥
堆
肥
．
、
O
O
．
ρ

　
D
石
」
ハ
〆
汕
柏
．
○
〆
▲
灰
v
O
〆
柚
付
・
川

　
に
石
灰
反
当
．
、
o
〆
　
3
．
桜
島
大
恨
　
播
桶

期
　
八
月
中
旬
、
描
種
”
巾
。
反
W
l
四
合
、
ル
柚

　
肺
離
二
尺
八
」
×
二
八
π
」
、
肥
ー
－
Ψ
肥
、
ご

　
o
O
〆
硫
宣
．
．
一
〆
；
　
’
“
1
1
1
〆
加
Ψ
一
．
一
♂

1

◎
茶
　
業
　
L
↓
二
番
朱
　
摘
探
八
月
卜
旬
頃

一

二

番

苓
よ
り
高
価
し
す
。
．
草
も
残
さ
す
摘

探
し
ま
し
よ
う
〇
七
効
人
園
の
冷
0
赴
肥

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
付
初
年
1
1
の
肥
培
悟
川
は
有
効
摘
探
朗
に

　
達
す
ろ
の
に
．
一
η
乃
十
三
年
の
芹
々
、
1
し
ま

　
す
o
。
当
摘
探
競
技
会
　
八
1
1
卜
‥
川
人
川
川
川

一
徳
＝
氏
の
茶
園
て
行
い
ま
丁
。
競
抜
仰
日
は

　
個
人
籠

技
、
手
摘
、
挟
、
団
休
競
抜
、
部
洛

一
別
対
抗
丁
摘
一
、
挾
摘
男
女
各
．
、
旦
の
他

一
◎
畜

産

し
庁
駒
の
仏
菖
虫
駆
除
を
実
施

㍍
起
綴
韻
詩
を
。
搬
ポ
福
一
鵠
眠
雷
船
設
瓢
総
麓
詰

植
付
後
三
〇
日
以
内
に
人
糞
尿
反
当
一
〇
〇
一
◎
甘
　
藷
　
七
　
追
肥
　
加
単
1
7
肥
料
三
し

〆

叉

は
硫
安

二
〆

匁

を
施
川
し
同
時
に
中
耕
　
て
反
〉
1
1
1
0
〆
位
の
木
灰
を
散
布
致
し
ま
せ

除
草
を
行
ひ
ま
せ
う
。
ち
　
害
虫
　
中
白
ド
　
う
。
廿
藷
檜
芹
の
秘
決
て
す
。
2
．
　
害
虫

勿
の
発
生
を
見
た
ら
速
に
D
P
T
乳
剤
叉
は
　
中
白
下
4
4
発
1
1
し
た
な
ら
ば
D
D
T
乳
剤
父

B
H
C
又
は
砒
酸
鉛
を
散
布
致
し
ま
せ
，
・
O
　
は
B
1
1
C
粉
剤
、
：
＝
し
く
は
砒
醸
怜
を
散
布

◎
ラ
t
t
l
l
二
番
刈
川
追
肥
さ
し
て
硫
安
反
し
ま
せ
う
。

当
八
〆
匁
を
施
し
ま
せ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
粟
1
．
秤
r
甫
青
、
白
髪
病
防
除
の

◎
茶
　
L
　
木
年
は
二
番
茶
の
価
格
も
良
い
　
仁
め
せ
し
サ
ン
又
は
ウ
ス
プ
ル
ン
て
秤
r
消

観増
バ
銚
設
熱
暑
竪
穐
桓
甦
祈
霞
賢
竪
踊
罐
鯖
鵠

㎜蛤
雛
麟
鋤
謡
諜
註
読
誌
碧
寧
詫
剛
離
魂
離
し
。
謬
漁

1

人

N

酔

▼

吉

　＿LマJ　 ’

1
1
中
の
仙
役
は
さ
け
朝
夕
の
涼
し
い
昨
使
い

ま
し
よ
う
。
9
．
W
馬
の
ト
畑
発
叶
期
に
は
成

る
べ
く
泊
化
し
易
い
阿
利
を
ケ
え
ま
し
よ
う

七
鶏
、
飼
料
じ
ヵ
．
L
が
発
q
し
た
も
の
を
与

え
る
．
こ
麗
九
し
ま
す
n
点
し
し
ト
さ
い
o

ピ

馬
の
流
、
行
刊
脳
炎
に
つ
い
て
　
各
地
に
発

作
し
し
も
り
ま
す
o
異
状
が
あ
つ
た
ら
役
用

へ

急
報

し
．
し
ト
さ
い
o
近
く
P
防
江
刎
が
行

わ

れ

ま
す
か
ら
一
頭
も
飛
れ
な
く
吐
射
を
受

け
ま
し
よ
」
。
6
．
吉
刈
燕
走
の
播
種
に
つ
い

し
　
1
1
、
馬
、
豚
、
山
斗
の
飼
川
＾
こ
し
し
何

回
も
刈
取
川
來
ま
す
o
少
し
宛
て
も
播
秤
し

ま
し
よ
う
。
播
秤
期
八
月
ト
7
0
、
播
秤
量
反

当
⊥
ハ
孔
川
－
八
列
、
剛
巾
二
n
八
の
久
小
棉
、
反
W
l

施
肥
量
堆
肥
三
〇
〇
〆
燐
酸
四
〆
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

休
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